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研究概要
当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま
でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に
よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細
胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現
在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に
応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血
管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。

以下にその詳細を列挙する。
1 ． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究
 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究
 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究
 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析
 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究
 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究
 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究
 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討
 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究
 焼成骨（ true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究
 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究
2 ． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究
 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究
3 ． 骨形成タンパク (0P-1) の臨床応用に関する研究
 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究
 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究
4 ． その他
 キ - ンベック病に関する臨床的研究
 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究
 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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5. 吉田宗人：脊椎内視鏡手術の進歩と課題　第 86回日本整形外科学会学術総会　広島グリーンアリーナ，（ 2013.5 ）広島市

6. 吉田宗人：脊椎後方内視鏡下手術の進歩と治療戦略　京都整形外科医会学術講演会 ホテル日航プリンセス京都（ 2013.10）京都市

7. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症—疫学・自然経過を踏まえた治療法の選択　第 3 回沖縄運動器疾患セミナー 沖縄医師会館

（ 2013.10）沖縄県島尻郡

8. 吉田宗人：脊椎後方内視鏡下手術の進歩と治療戦略　第 8 回北九州整形外科手術セミナー リーガロイヤルホテル小倉

（ 2013.10）北九州市

9. 吉田宗人：アスリートにおける腰部椎間板ヘルニアの特徴と内視鏡下手術　第 24回日本臨床スポーツ医学会　熊本市民会館

（ 2013.10）熊本市

10. 吉田宗人：スポーツ選手の脊椎障害と内視鏡下手術　平成25年度第 2 回公益財団法人日本体育協会公認スポーツドクター研修会

（中ブロック・和歌山）　ホテルグランヴィア和歌山，（ 2013.11）和歌山市

11. 吉田宗人：脊椎後方内視鏡下手術—その適応と治療戦略—　第 24回北陸脊椎脊髄外科研究会 ホテル金沢，（ 2013.12）金沢市

12. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症に対する超音波骨メスを用いた脊椎内視鏡手術の実際と薬物療法　第 33回香川整形外科セミナー　か

がわ国際会議場，（2013.12）高松市

13. 谷口泰德、下江隆司、山中　学、辻本修平、浅井宣樹、吉田宗人: 特発性手根管症候群の病態；横手根靭帯にみられる器質的変化の

関与について . 第 27回東日本手外科研究会、2013.1.26,東京

14. 川上　守 : 慢性腰痛に対する診断と治療の問題点ー心理評価の必要性: 第 248 回大阪臨床整形外科医会研修会: 第 248 回

大阪臨床整形外科医会研修会.2013.1.  大阪市

15. 川上　守 : 本当は怖い腰痛の話 : 紀北健康出前講座,2013.3 九度山町

16. 川上　守 : 非特異的腰痛の疼痛発現機序解明とその治療: 日本臓器製薬株式会社基礎研究打ち合わせ会．2013.3. 兵庫県加東

市

17. 川上　守 : 種々の腰痛診療ガイドラインからわかった非特異的腰痛: 第 86回日本整形外科学会イブニングセミナー.2013.5. 広

島市

18. 川上　守: 登録時の注意点について、慢性腰痛患者:S-8117(オキシコドン塩酸塩徐放錠) 非がん性疼痛適応拡大治験開始時説明会．

2013.6. 　 東京

19. 川上　守 : 腰部脊柱管狭窄症に対するわれわれの治療戦略 – 心理評価から手術まで : 第 305 回岡山県臨床整形外科医会.2013.8

岡山市

20. Mamoru Kawakami: Classification & modern concept of idiopathic scoliosis: AOSpine Advances Course Yokohama 2013.9.

横浜市

21. 川上　守 : 慢性腰痛の診断と治療 : 神戸薬科大学エクステンション事業平成25年度和歌山支部薬剤師研修会．2013.10.和歌

山市



22. 安藤宗治、玉置哲也、峠　康：当科で施行した脊髄機能モニタリングの有用性と問題点．第 43回日本臨床神経生理学会、高知、

2013.11

23. 安藤宗治、玉置哲也、山田　宏、岩崎　博、吉田宗人：SNAP を利用したL5神経根症の障害部位診断－脊柱管内病変と椎間孔

部病変の鑑別－．第43回日本臨床神経生理学会、高知、2013.11

24. 山田　宏：第 5 腰神経のダブルリージョンに対する脊椎内視鏡を用いた治療戦略．第11回脊椎脊髄病研修コース　第 IIコー

ス：日整会脊椎脊髄病医向けコース「腰椎椎間孔狭窄の診療」－特に脊柱管内狭窄併存例への対策，2013.4.27

25. 山田　宏：腰椎椎間孔狭窄に対する脊椎内視鏡を用いた手術戦略．第 4 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー，2013.6.15 ，和

歌山市

26. 山田　宏： 3 次元 MRIを用いた新しい腰椎椎間孔狭窄の診断基準．第47回和歌山画像医学研究会，2013.7.6，和歌山市

27. 山田　宏：新しい腰椎椎間孔狭窄の診断と治療．第 19回和歌山県有床診療所協議会，2013.8.31 ，和歌山市

28. 山田　宏：高齢者脊柱変形に対する治療戦略．和歌山県医師会整形外科部会講演会－骨粗鬆症セミナー 2013－， 2013.12.5 ，

和歌山市

29. 橋爪　洋：超高齢社会における運動器疾患の実態とその予防について．平成 24年度和歌山市医師会外科・整形外科部会総会．

2013.2.16 ，和歌山市

30. 橋爪　洋：腰痛とその予防について—健康長寿を目指すために．由良町社会福祉協議会． 2013.7.17 ，和歌山県由良町

31. 峠康：手外科リハビリテーション．第１０２回近畿手外科症例検討会，2013.7. 大阪

32. 峠康：関節リウマチの画像診断．和歌山市北部地区リウマチACCEL勉強会，2013.9. 和歌山

33. 南出晃人、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、中川幸洋．中等度腰椎変性すべり症に対する治療‐内視鏡下腰椎除圧術の有用性．第120 回

中部日本整形外科災害外科学術集会.2013. 4. 5-6. 和歌山市

34. Minamide A. The Significance and Clinical Outcome of Microendoscopic Spinal Decompressive Surgery for Spinal Disorders

in Elderly Patients. 2nd Japan Association of Spine Surgery with Ambition (JASA). 2013, 8. 4-5. Tokyo (Asakusa)

35. Akihito Minamide ： Instructional Course Lecture

18th Cervical Spinal Research Society Instructional Course Lecture. Surgical Technique - Posterior Cervical Foraminotomy.

2013. 12. 4. Los Angeles, CA, USA

36. 南出晃人．骨粗鬆症患者の腰痛に対するビスホスホネート製剤の使用経験．骨粗鬆症フロンティアin Wakayama. 2012. 2. 28. 和

歌山市（ホテルグランヴィア和歌山）

37. 南出晃人．新しい腰痛ガイドラインにおける薬物療法の位置づけ．腰痛UP DATE セミナー．2013. 3.30. 堺市　（ホテル・ア

ゴーラリージェンシー堺）

38. 南出晃人．骨粗鬆症に対する治療戦略‐保存加療と手術加療．桜井地区医師会学術講演会．2013. 4.20.　桜井市（奈良県）（桜井

市まほろばセンター　第 4 研修室）

39. 南出晃人．骨租鬆症治療における活性型ビタミンD3 製剤の位置づけ．和歌山県医師会整形外科部会講演会‐骨粗鬆症セミナー

2013． 2013. 5.16. 和歌山市（ホテルグランヴィア和歌山　 6 階　ル・グラン）

40. 南出晃人．腰部脊柱管狭窄症に対する脊椎内視鏡手術‐特に椎間孔部狭窄の診断の進歩．　第 3 回下鴨整形外科疾患フォーラム．

2013. 7.20 京都市（御所西　京都平安ホテル 1 階）

41. 南出晃人．脊椎内視鏡手術の現状と展望．第23回弘前大学整形外科　夏の研修会．2013. 8.1-4 ( 講演 8.2) 　弘前市（ロマン

トピアそうま　会議室）

42. 中川幸洋、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、南出晃人、西秀人：脊椎外科領域における周術期重篤合併症とその対策．第120 回中部日

本整形外科災害外科学会学術集会　 2013.4.5-6、和歌山市

43. Nakagawa Y, Yoshida M, Yamada H, Hashizume H, Minamide A, Nishi N, Kawai M, Iwasaki H, Tsutsui S, Endo T ：

Perioperative complications associated with cervical microendoscopic foraminotomy (CMEF) ． ISMISS Japan, 2013.6.20-21,

Sapporo, Japan.

44. Nakagawa Y, Yoshida M, Yamada H, Hashizume H, Minamide A, Nishi H, Kawai M, Iwasaki H, Tsutsui S, Endo T ：



Perioperative complications associated with cervical microendoscopic laminoplasty(CMEL) ． ISMISS Japan, 2013.6.20-21,

Sapporo, Japan.

45. 中川幸洋：私の考えている、行っているMISt　–とくに局所骨移植の操作の際の工夫- ．第 6 回関西・第 2 回中四国合同

MISt研究会 ,2013.7.6 　大阪市

46. 中川幸洋： MEDによる椎弓切除のPros and cons．第 11回脊椎脊髄病研修コース　 III脊椎内視鏡コース　 2013.4.27 　那

覇市

47. 中川幸洋：腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡下ヘルニア摘出術(MED) のポイント．第 4 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナ

ー　 2013.6.15 和歌山市

48. 中川幸洋：エキスパートディベート2 　「 MED vs PED　内視鏡手術の現状と未来」「MED手術の現状と未来」．第16回

日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会　 2013.11.21-22

49. 中川幸洋：頚部脊髄症・神経根症に対する内視鏡下手術．第258 回大阪大阪臨床整形外科医会研修会  2013.11.30. 大阪市

50. Nakagawa Y ： Perioperative complications and solutions in posterior lumbar microendoscopic surgery ．第 8 回中日脊柱

外科新技術検討会　 2013.12.6-8. 広州

51. 宮崎展行： Triathlon CS の有用性と患者満足度．Triathlon 　セミナー　 in　大阪．2013,12,21，大阪市

52. 宮崎展行：どうして膝は痛むの？　市民公開講座　「運動器の 10年・骨と関節の日」記念事業　 2013.8.24 ，和歌山市

c) 全国学会
1. 谷口泰德、下江隆司、吉田宗人 : 尺骨神経の走行異常を認めた肘部管症候群の２例. 第 25回日本肘関節学会学術集会、

2013.2.9, 東京

2. 安藤宗治、玉置哲也、松本卓二、福井大輔、神埜聖治：頚椎手術の術中モニタリングにおけるBr(E)-MsEP のコントロールの検

討．第 42回日本脊椎脊髄病学会、沖縄、2013.4

3. 安藤宗治、玉置哲也、松本卓二、麻殖生和博、福井大輔、神埜聖治：後頭骨・頚椎・胸椎後方固定術におけるデュアルロッドシステ

ムの有用性の検討．第42回日本脊椎脊髄病学会、沖縄、2013.4

4. 安藤宗治、玉置哲也、松本卓二、福井大輔、神埜聖治：Br(E)-MsEP を用いた頚椎椎弓形成術後C5麻痺の危険因子の検討．第

42回日本脊椎脊髄病学会、沖縄、2013.4

5. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博、松本卓二：創縫合の違いによる脊椎手術後創部感染の検討－ステープルとダーマボンドとの比較．

第 48回日本脊髄障害医学会、福岡、2013.11

6. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹、木岡雅彦、石元

優々、瀧口　登、籠谷良平、寺口真年：腰椎手術後に新たに発生する神経障害性疼痛の病態と治療－新しい疾患概念としての術後性

後根神経節関連神経痛－．第42回日本脊椎脊髄病学会，2013.4.26 ，宜野湾市

7. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹、木岡雅彦、石元

優々、瀧口　登、籠谷良平、寺口真年、寺田正樹： 3 次元 MRIにおける腰椎椎間孔狭窄の新しい画像診断基準とその臨床的価値．

　第 42回日本脊椎脊髄病学会，2013.4.25 ，宜野湾市

8. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹、木岡雅彦、石元

優々、瀧口　登、籠谷良平、寺口真年：L5-S1 腰椎椎間孔部狭窄に対する脊椎内視鏡手術の実際と中期臨床成績．第42回日本脊

椎脊髄病学会， 2013.4.26 ，宜野湾市

9. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹、木岡雅彦：新しい

疾患概念としての術後性後根神経節関連神経痛－腰椎手術後に新たに発生する神経障害性疼痛－．第86回日本整形外科学会学術総

会， 2013.5.25 ，広島市

10. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹、木岡雅彦、石元

優々、瀧口　登、籠谷良平、寺口真年、寺田正樹： 3 次元 MRIを用いた腰椎椎間孔狭窄の新しい画像診断基準とその臨床的価値．

第 86回日本整形外科学会学術総会，2013.5.24 ，広島市



11. 山田　宏、吉田宗人、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、岩崎　博、筒井俊二、　延與良夫、遠藤　徹：腰椎神経根障害に

対する 3 次元 MRI．第 86回日本整形外科学会学術総会，2013.5.25 ，広島市

12. 山田　宏、吉田宗人、筒井俊二、岩崎　博、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人：成人脊柱変形に対する XLIFの治療経験．

第 22回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，2013.10.24-26，高知市

13. 山田　宏、吉田宗人、筒井俊二、岩崎　博、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、西　秀人、　木岡雅彦、岡田紗枝：XLIF(eXtreme

Lateral Interbody Fusion)の実際と導入初期の問題点について．第16回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学, 2013.11.22 ，神戸市

14. 橋爪　洋、石元優々ほか：大規模住民コホートにおける腰部脊柱管狭窄症と骨粗鬆症の実態調査．第 42回日本脊椎脊髄病学会学術

集会． 2013.4.25−27，沖縄

15. 橋爪　洋、山田宏ほか：腰部脊柱管狭窄症患者におけるJOAスコア得点と VASの関連について -1021名の解析より．第42

回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2013.4.25−27，沖縄

16. 橋爪　洋、吉村典子ほか：腰部脊柱管狭窄症と骨粗鬆症の合併は腰痛、 QOLと関連するか？　 - 一般住民コホートを用いた横

断的研究 - ．第 86回日本整形外科学会学術総会，2013.5.23-26 ，広島

17. 松本卓二, 　峠康：生活習慣病である糖尿病合併患者おける大腿骨近位部骨折の骨折型の特徴と術前血糖管理についての検討．第

39回　日本骨折治療学会　 2013.6.27-29

18. 松本卓二　安藤宗治：四点支持器を使用した脊椎腹臥位手術における体圧と皮膚合併症の検討．第 48回　脊髄障害医学会

2013.11.14-15

19. 南出晃人 , 吉田 宗人 , 山田 宏 , 橋爪 洋 , 中川 幸洋 , 西 秀人 , 岩崎 博 , 筒井 俊二 , 遠藤 徹 , 石元

優々 , 岡田紗枝 . 腰椎変性すべり症に対する内視鏡下後方除圧術の中長期臨床成績の検討．すべりの病期別からの分析. 第

86回日本整形外科学会学術総会. 2013. 5.23-26. 広島市

20. 南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 西秀人 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 延與良夫 , 遠藤徹 , 石元

優々 , 岡田紗枝. 腰椎変性すべり症に対する内視鏡下後方除圧術後の中長期追跡調査　すべり病期からの分析. 第 42回日本脊

椎脊髄病学会 . 2012. 4. 25-27. 沖縄県宜野湾市

21. 南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 西秀人 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 延與 良夫 , 遠藤徹 . 頸椎
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27. 直川裕樹、南　晋司、平野三好、木下裕文：当院における人工膝関節置換術後感染の治療成績 . 　第 120 回中部日本整形外科

災害外科学会 . 　 2013.4. 和歌山

28. 中村正亨：大腿骨転子部骨折におけるCT による術後整復位の評価．第24回和歌山整形外科医会　学術集会． 2013.2.15 　

29. 峰　巨、宮崎展行、阿部唯一、谷口隆哉、谷口亘，三宅悠介、井口智揮、吉田宗人 : 高齢者に対する TKAは ADL維持に役立

つか . 第 23回和歌山県整形外科医会学術集会, 2013.2. 和歌山

30. 峰　巨，中塚映政，谷口亘，宮崎展行，阿部唯一，瀧口登，山中昇，曽根勝真弓，吉田宗人 : 脊髄前角におけるニコチン性アセチ

ルコリン受容体によるシナプス伝達制御機構. 第 2 回ニューロカンファレンス和歌山, 2013.12. 和歌山

31. 石元優々　長田圭司　山田宏　橋爪洋　南出晃人　吉田宗人　村木重之　岡敬之　阿久根徹　吉村典子：画像診断上
の腰部脊柱管狭窄の有病率と発症の頻度について: The Wakayama Spine Study．第 120 回中部日本整形外科災害外科

学会， 2013.4.7，和歌山市

32. 北野岳史, 坂田仁郎, 小島博嗣, 檀上茂人：80歳以上の高齢者に対するセメント固定人工骨頭置換術の検討．第120 回中部日

本整形外科災害外科学会・学術集会, 2013.4. 和歌山

33. 北野岳史 , 坂田仁郎 , 小島博嗣 , 檀上茂人 : 80 歳以上の高齢者に対するセメント固定人工骨頭置換術の検討．第23回和歌山県

整形外科医会学術集会 , 2013.2. 和歌山

34. 長田圭司、橋爪洋、石元優々、山田宏、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、筒井俊二、岩崎博、木岡雅彦、瀧口登、吉田宗人、木重之、

岡敬之、阿久根徹、吉村典子：大規模一般住民コホートにおける全脊柱MRIを用いた頚髄圧迫および腰部脊柱管狭窄の合併頻度．

第 120 回中部整形災害外科学会、 2013.4.2

35. 福井大輔、安藤宗治、松本卓二、神埜聖治、麻殖生和博、佐々木俊二：びまん性特発性骨増殖症に発症した脊椎骨折の治療. 中部

整形外科災害外科学会  2013春

36. 福井大輔、佐々木俊二、安藤宗治、峠　康、松本卓二、坂田亮介、神埜聖治、井口智揮、玉井英伸：腓骨筋腱脱臼を伴った距骨外側

突起骨折の１例 . 和歌山整形外科医会  2013

37. 福井大輔、佐々木俊二、安藤宗治、峠　康、松本卓二、坂田亮介、神埜聖治、玉井英伸：腓骨筋腱脱臼を伴った距骨外側突起骨折の

１例の経験 . 　京阪神集談会  2013.2

38. 橋本忠晃、納田和博、前田孝浩、中村憲太、窪田誠治、寺尾賢秀：同側THA、 TKA、大腿過剰骨折後に生じた大腿骨幹部骨折

の 1 例、和歌山県整形外科医会　第 23回学術集会 2013.2.17 和歌山市

39. 下江隆司, 谷口泰德, 浅井宣樹, 吉田宗人: 尺骨神経の走行異常を認めた肘部管症候群の2 例 . 第 120 回中部日本整形外

科災害外科学会学術集会, 2013.4.5. 和歌山

40. 下江隆司 , 谷口泰德 , 浅井宣樹 , 辻本修平 , 吉田宗人 : 橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定後に発生した長

母指屈筋腱皮下断裂の2 例 . 第 104 回関西形成外科学会学術集会, 2013.7.21. 大阪

41. 下江隆司 , 谷口泰德 , 浅井宣樹 , 辻本修平 , 吉田宗人 : 橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定後に発生した長

母指屈筋腱皮下断裂の3 例 . 第 121 回中部日本整形外科災害外科学会学術集会, 2013.10.4. 名古屋

42. 下江隆司 , 谷口泰德 , 浅井宣樹 , 吉田宗人 : 神経内ガングリオンによる足根管症候群の1 例 . 第 105 回関西形成外科学会



学術集会 , 2013.12.7. 大阪

43. 岡田紗枝、山田宏、岩崎博、吉田宗人：単純X線像から腰椎椎間孔狭窄を予測するための画像診断サポートツールの開発．第

120 回中部日本整形外科災害外科学会学術集会、  2013. 4. 和歌山市

44. 岡田紗枝、山田宏、筒井俊二、岩崎博、南出晃人：XLIFで良好な脊柱アライメントを獲得できた成人脊柱変形の1 例．第 81

回和歌山医学会総会, 2013.7.7. 和歌山

45. 岡田紗枝、中川幸洋、南出晃人、岩崎博、山田宏、橋爪洋、河合将紀、筒井俊二：悪性リンパ腫による椎体破壊に対して経皮的椎弓

根スクリューによるMinimally invasive spinal stabilization(MISt) を行った 1 例．第 10回和歌山 MIOS フォーラム ,

2013.1.19 ，和歌山市

46. 浅井宣樹　谷口泰德　下江隆司　三宅悠介　吉田宗人：外傷後に発生した足関節前方インピンジメント障害の 1 例．第 81回和

歌山医学会総会 .2013.7  和歌山市

47. 浅井宣樹　谷口泰德　下江隆司　山中　学　吉田宗人：長期追跡した小児足部 run over injuryの 1 例．紀伊半島整形外科懇談会．

2013.9 　奈良

48. 浅井宣樹　谷口泰德　下江隆司　山中　学　吉田宗人：豆状骨三角骨間関節症により発生した小指屈筋腱皮下断裂の治療経験．第

121 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会　 2013.10　名古屋

49. 浅井宣樹　谷口泰德　下江隆司　吉田宗人：母趾 IP関節に発生した粘液嚢腫の1 例．第 105 回関西形成外科学会学術集会

2013.12　大阪

50. 寺口真年　山田　宏 吉田宗人 伊東秀文　寺田正樹　金桶吉起：脊髄 T1/T2 比画像法（ spinal myelin mapping）による頚髄髄内

病変の局在化と定量的評価の試み. 第 120 回中部日本整形外科災害外科学会, 　 2013. 4,　和歌山

51. 寺口真年　橋爪　洋 山田　宏 吉村典子　村木重之　吉田宗人：全脊柱 MRIにおける変性椎間板の分布と有病率、関連因子につい

て -The Wakayama Spine Study-. 第 120 回中部日本整形外科災害外科学会, 　 2013. 4,　和歌山

52. 寺口真年　山田宏　筒井俊二　前田孝浩　吉田宗人：腹側硬膜に発生した胸髄髄膜腫を安全かつ簡便に全摘出するための手術テクニ

ック . 第 441 回整形外科集談会 京阪神地方会 , 　 2013. 2,　大阪

53. 寺口真年　山田　宏　筒井俊二　岡田紗枝　岩崎　博　吉田宗人： MRI拡散強調画像が有用であった骨盤内神経鞘腫の1 例 .

和歌山医学 , 2013.7, 和歌山

54. 平一裕 , 栗本 公博   , 土屋 等   , 遠藤 徹：多発骨折を伴った骨Paget病の一例．第 120 回中部日本整形外科災害外科学会．

55. 中村憲太：小児 Monteggia骨折に対してプレート固定で治療した3 例．和歌山医学会総会，2013.7.　和歌山

56.                     山中 学         , 谷口 泰徳   , 浅井 宣樹   , 吉田 宗人：屈筋腱鞘滑膜への石灰沈着による手根管症候群の1 例．第 81回和歌山医

学会総会, 2013.7.7. 和歌山

57.                     山中 学         , 谷口 泰徳   , 浅井 宣樹   , 吉田 宗人：屈筋腱鞘滑膜石灰沈着による手根管症候群の1 例．第 120 回中部日本

整形外科災害外科学会学術集会、 2013. 4. 和歌山市

58. 辻本修平　谷口泰德　下江隆司　浅井宣樹　原田　悌志　吉田宗人：脂肪腫に合併した Guyon 管症候群の 1 例．第 27回東

日本手外科研究会,2013.1.26,東京

59. 前田孝浩、井口智揮、橋本忠晃、納田和博、窪田誠治、寺尾賢秀：高齢者の大腿骨近位部骨折における術前待機期間の違いが術後成

績に及ぼす影響　第８１回和歌山医学会総会 2013.7.７ 和歌山市

60. 佐々木貴英 , 北野陽二   , 中村正亨   , 辻本修平： Short femoral nail を用いた不安定型大腿骨転子部骨折の治療．第81

回和歌山医学総会. 2013.7　

61. 井口智揮、宮崎展行、阿部唯一、谷口隆哉、峯　　巨、三宅悠介、滝口　登、岡田紗枝、吉田宗人、榎本　哲： Pilon骨折に対し

腸骨内板にて関節面の再建を行った1 例　第８１回和歌山医学会総会 2013.7.７ 和歌山市

62. 曽根勝真弓、山崎悟、岡田基宏、中谷匡登、岩橋弘樹、松崎交作、吉田宗人：THA後の反復性脱臼に対し、前方アプローチによ

る  cup revision THA を行った 2 例 . 第 120 回中部整形外科災害外科学会, 2013.4. 和歌山

63. 曽根勝真弓、山崎悟、岡田基宏、中谷匡登、岩橋弘樹、松崎交作、吉田宗人：THA後の反復性脱臼に対し、前方アプローチによ

る  cup revision THA を行った 2 例 . 第 10回和歌山MIOS, 2013.1. 和歌山



64. 曽根勝真弓、宮崎展行、谷口隆哉、峰巨、三宅悠介、岩橋弘樹、吉田宗人：側臥位THAにおける術前骨盤傾斜の検討. 第 23回

和歌山県整形外科医会, 2013.2 和歌山

65. 曽根勝真弓、峰巨、宮崎展行、阿部唯一、谷口隆哉、三宅悠介、吉田宗人：THA stem 周囲骨折に対し、cement-in-cement 法

で再建した 1 例 . 第 81回和歌山医学会総会, 2013.7.7. 和歌山

66. 曽根勝真弓、宮崎展行、峰巨、阿部唯一、谷口隆哉、三宅悠介、吉田宗人：Extended trochanteric osteotomy 後の偽関節に対し

て impaction bone graftを用いて再建した 1 例 . 和歌山県立医科大学整形外科学教室同門会研修会・第10回運動機能傷害ﾌｫｰﾗﾑ

わかやま,2013.7.27．和歌山

67. 西井佑介、川上　守、中尾慎一、宮本選：運動療法中に股関節痛にて発症した恥骨結合炎の一例．第 23回和歌山県整形外科医会学

術集会 , 2013.2. 和歌山

68. 西井佑介、下江隆司、延輿良夫、加藤正哉：外傷後に脂肪塞栓による多発脳梗塞を発症した2 例．第 14回和歌山救急・災害医療

研究会 ,2013.9.和歌山

69. 西井佑介、佐々木俊二、安藤宗治、峠　康、松本卓二、坂田亮介、福井大輔、神埜聖治、玉井英伸：人工股関節置換後生じたcup

のゆるみに対してOblong cupを用いて再置換を行った1 例．第８１回和歌山医学会総会2013.7.７ 和歌山市

70. 木下康正、松岡淑子、川上　守、中尾慎一、宮本　選、福井大輔: 脊椎疾患患者の精神医学的問題は患者の満足度に影響する：第

120 回中部整災会． 2013.4. 和歌山市

71. 嶋田　亘、河合将紀、菊池　啓、伊藤靖宣、三平　整、辻本晴俊：内視鏡下ヘルニア髄核摘出術における外側アプローチの4 例 .

第 120 回中部整形災害外科学会, 2013. ４ .5-6 , 和歌山市

72. 矢渡健一、河合将紀、野村和教、中村陽介、吉田宗人：頚椎症性神経根症に合併した急性脊髄硬膜外血腫の1 例 , 第 442 回近

畿集談会 , 2013.7.20 , 大阪市

e) その他 ( 研究会等 )
1. 吉田宗人，川上守，山田宏，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二：脊椎内視鏡手術，股関節鏡，手関節鏡実

習　和歌山県立医科大学整形外科学教室　脊椎内視鏡 cadaver seminar 2013 （ 2013.1 ）

2. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症—疫学・自然経過を踏まえた治療法の選択—　医療関係者用会員制サイト「 ONO MEDICAL NAVI]

(2013.3)

3. 吉田宗人，山田宏，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，蜂谷裕道：腰椎模型を用いた脊椎広報内視鏡手術実習．　第 4 回和歌の浦低

侵襲脊椎外科セミナー（2013.6 ）

4. 吉田宗人，中川幸洋，宮崎展行：整形外科外傷・手の外科における周術期管理のピットフォールと対策　 RA 患者における整形外

科周術期管理　第 2 回和歌山整形外科周術期管理セミナー　ホテルグランヴィア和歌山（ 2013.11）

5. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月 1 回放送

6. 増田研一、貞方勇祐、有本米次郎：慢性の足関節症状に対する低出力レーザーの効果　第～重心動揺製を指標にして～．第 27回関

西臨床スポーツ医・科学研究会，2013.6.

7. 南出晃人．第 4 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー  2012. 6. 22-23. 和歌山市

8. 中川幸洋：脊椎内視鏡手術コース・技術講習．第11回脊椎脊髄病研修コース、2013.4.27 　那覇市

9. 中川幸洋：第 4 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー　 2013.6.15 和歌山市

10. 西　秀人：｢最新の腰痛の診断・病態｣　第 7 回最新の医療カンファレンス2013． 11　和歌山市

11. 西　秀人：関節リウマチと骨粗鬆症．リウマチ友の会和歌山支部　療養講演会　 2013． 6 　和歌山市

12. 北野陽二：整形外科に於けるNPWT の試み．第 2 回和歌山創傷治療を考える会．2013.11.23

13. 河合将紀： PED system ：器械と基本手技、pitfall , 　カダバセミナー2013, 2013. 1. 25, 和歌山市

14. 河合将紀：METRxシステムを用いた脊椎内視鏡下後方手術., 島根大学医学部整形外科学教室講演会, 2013.2.6, 出雲市

15. 河合将紀：内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術（MED）ライブサージェリー , 第 4 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー,

2013.6.14-15, 和歌山市



16. 宮崎展行　阿部唯一　谷口隆哉　峰巨　三宅悠介　吉田宗人：侵襲操作を加えない8 の字締結法を用いたDall の骨片固定法の成

績．第 3 回ドール手術手技研究会．2013.3.30 ．大阪市

17. 谷口亘 , 瀧口登 , 山中学 , 西尾尚子, 吉田宗人, 中塚映政 : TRPV1は変形性膝関節症を増強する-in vivoパッチク

ランプ法を用いた解析 -. 第 11回整形外科痛みを語る会, 2013.7. 郡山

18. 峰　巨 : 豚皮を使用した真皮縫合の練習会（学内研修医対象）, 2013.9. 和歌山

19. 北野岳史 , 坂田仁郎 , 小島博嗣 , 檀上茂人 : 変形性股関節症における立位および臥位での骨盤傾斜の検討. 第 1 回有田・御

坊地区整形外科病診連携, 2013.5. 和歌山

20. 下江隆司 , 谷口泰德 , 浅井宣樹 , 辻本修平 , 吉田宗人  : 橈骨頭切除術後長期間経過して肘部管症候群を発症した1 例 .

第 27回東日本手外科研究会,2013.1.26. 東京

21. 下江隆司 , 谷口泰德 , 浅井宣樹 , 辻本修平 , 吉田宗人 : 橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定後に発生した長
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